
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表・ 個人)通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により3月定例会において別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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1 

 

別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  １   

市長が目指す最重要課題について 

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

市長所信表明の重点施策が６項目示され、今後の市政のかじ取りの決意を

述べられた。その中に、京セラ創業者稲盛和夫氏の言葉を引用された「構

想」「計画」「実行」において市民は、柴田市政の財政面に大きな期待を寄

せていると思う。 

しかし、現在策定中の第六次総合計画においては、まだまだ財政力向上に

踏み込んだ具体的な内容に欠けていると感じる。 

であるならば、企業人だった柴田市長の経験・人脈・発想等と本市の現状

を鑑みると将来の尾張旭市の財政力向上が、最重要課題ではないかと感じ

る。 

そこで、尾張旭市のリーダーとして、目指す最重要課題について伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

2 

 

別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ２   

財政力向上のための保有地活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

財政力向上のためには、新しいものを生み出すことも大切であるが、今あ

るものを有効的に活用することで、新たなる財政力向上が期待できると考え

る。 

そこで、いつまでも保有地を眠らせておくのではなく、いち早く目を覚ま

させ、その力を発揮させることが重要と考える。 

そこで、市長が思い描く保有地活用の未来像について伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

3 

 

別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ３   

少子超高齢化と人口減少について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

所信表明の中にも、少子超高齢化と人口減少について「今ここにある危

機」との言及があった。市長が掲げる「住みやすい街」「住みたい街」

「やっぱり生まれ故郷に住みたい」という言葉の意味は、この解決の糸口で

はないかと思う。 

そこで、この解決策としての具体的な考えについて伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ４   

若い世代に尾張旭市の住民になっていただくための支援につ

いて 

 若い世代に尾張旭市の住民になっていただくための支援事業として様々な

ことが考えられるが、特に市長が考える具体的な支援について伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

5 

 

別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ５   

自治会加入の未来の考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

自治会加入の未来については、どの自治体も大きな課題の一つと考える。

そこで、加入が減少することを懸念するのではなく、今加入していただいて

いる市民の方が加入することで大きなメリットを得られる視点にもっと注目

することが、将来の進むべき道と考える。 

加入に力を入れるのではなく、今加入している方の満足度を上げる考えに

ついて伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

6 

 

別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ６   

（仮称）尾張旭テラス（ビバリ旭テラス）的発想でワクワク

する街づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

「もっと住みやすい街へ やっぱり住みたい街へ」というキャッチフレー

ズは、たとえ一度尾張旭市から離れても、やっぱり尾張旭市で将来は住み続

けたいということの表れと思う。 

例えば、市長が過去に陣頭指揮をとられた名駅再開発の経験値を活かし、

アメリカのビバリーヒルズのイメージのように、「財政は豊かで瀟洒（しょ

うしゃ）な街並み」、「高水準の治安」のような、日本中もっというと世界

中が憧れる街にしていく発想は、未来に対してワクワクし、市長が掲げる思

いに一致するのではないかと感じる。 

いわゆる、（仮称）尾張旭テラス（ビバリ旭テラス）的発想である。 

そこで、市民がワクワクするような未来を発信することも、大切な役目と

感じるが、市長の見解を伺う。 

 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ７   

マイナンバーカードと医療連携について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

国はマイナンバーカードを普及させることで、身分証明書、健康保険証、

オンラインでの行政手続等、様々な活用促進に動いている。 

そこで、本市が健康都市のトップランナーとしてこのマイナンバーカード

を活用することで、医療との連携に大きく活躍できる具体的な考えはあるの

かを伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ８   

セルフメディケーション税制とメディカルフィットネスの構

築で世界に誇る健康都市について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

医療費控除の特例として、健康の維持増進及び疾病の予防への取組のセル

フメディケーション税制と医療的要素を取り入れたフィットネスのメディカ

ルフィットネスは、医療・介護における社会保障費膨張の問題が逼迫してい

る現在の日本において、大きな注目を集めている仕組みであると考える。こ

れらの予防医療的な考えを市民に促進することで、健康寿命延伸や医

療費の削減が期待できるのではないかと考える。  

そこで、予防医療の仕組みを構築促進させ、世界に誇る「健康都市

尾張旭」を目指す考えについての見解を伺う。  

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  ９   

Ｌｉｖｅ１１９について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

公共の場での応急手当の実施率、救命率の向上のため、１１９番通報の後

に行う応急手当のアドバイス（口頭指導）の強化が注目されていると思う。 

その一つとして、映像を活用した口頭指導「Ｌｉｖｅ１１９」がある。 

これは、通報者のスマートフォンを使い、救急現場などの映像を災害救急

情報センターに送信等ができる仕組みで、管制員は、送られてきた映像を見

ながら応急手当の方法の指導や応急手当のやり方が分かる動画を通報者に送

信することができる。 

現在本市の AED 普及がかなり進んでいる中、次の課題は専門の知識がない

方が少しでも救命率を上げる手助けができる仕組みづくりと考える。 

 そこで、東南海地震など将来の災害対策として期待できるこのＬｉｖｅ１

１９のようなことを導入することで、安全安心なまちづくりができると考え

るが、市長の見解を伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  １０   

遠隔授業とリアル授業のハイブリッド教育について 

 学校の授業は、1 クラスに１人以上の教員が、授業を受け持つのが当たり

前のシステムとなっている。しかし、進学塾や企業の研修などでは、1 人の

講師の講義（授業）を様々な場所やシチュエーションにおいて受講してい

る。これと同じような発想を学校教育に導入すると、1 人の教員の授業を多

くの児童生徒が一度に受けることができる。 

また、このことが確立されれば、教員の働き方改革にもつながると考え

る。ただ、何もかも遠隔授業にすることは得策ではないので、リアル授業も

大切と考える。 

そこで、その二つを合わせ持ったハイブリッド授業の在り方が進めば、先

に述べた働き方改革などにも期待できる。 

そのハイブリッドな教育改革についての見解を伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  １１   

スタートアップの創業支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

経済の発展は、本市においても重要な課題である。特に、所信表明でも述

べられた、スタートアップの創業支援については、本市の新しい経済の力を

生み出す重要な支援と考える。 

そこで、創業支援としての具体的な考えについて伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  １２   

スーパーメガリージョン構想について 

 現在建設中のリニア中央新幹線については、その開業によって、三大都市

圏が約１時間で結ばれ、世界からヒト、モノ、カネ、情報を引きつけ、明る

い未来が期待できる。 

こうした経緯を踏まえ、国・地方公共団体・経済団体の共通のビジョンの

構築を図ることで、本市にも大きな発展へとつながるのではないか。 

そこで、この構想において、本市が何も関わらず、ただその行き先を見守

るだけではもったいないと感じる。 

この構想について市長として、どのように行動し、本市に利益をもたらす

考えがあるのかを伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎    

質 問 事 項 

 

№  １３   

人工知能（ＡＩ）活用による行政サービスについて 

 
人工知能（ＡＩ）技術を活用した業務サービスの提供は、様々な民間企業

において開始されているが、企業のみならず、行政機関においてもＡＩを活

用した業務サービスを展開することへの期待が高まっている。 

そこで、業務の効率化、市民サービスの向上などＡＩを活用した行政サー

ビスを構築する考えについて伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


